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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】
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安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠
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(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
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(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性
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(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 1 日 更 新

合志市総合政策審議会運営事業

   1 自治の健幸 市長公室 末永　大樹

   1 市民参画によるまちづくりの推進 企画課 渡邉　光

   1 地域づくり(まちづくり)人材の育成 企画広報班 1256

合志市総合政策審議会条例

一般   2   1  11    10337
単年度のみ 単年度繰返 18

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

合志市総合政策審議会条例に基づき、審議会の運営を行なう事業である。審議会は、委員20人以内で構成されている。平成
18年度合志市総合計画の策定にあたり、計画の策定審議にとどまらず、市の重要事項を審議する市長の諮問機関として、総
合政策審議会を設置した。審議会は、市の重要施策等について、市長の諮問に応じて答申することの他に、市総合計画の進
行管理に行政評価システムを活用し、その外部評価機関としての機能を持つなど、幅広い役割を担い、一つの機関で様々な
重要事項を審議できるよう設置された。（審議会へ市民からの公募委員を選任することで、市民の意見を反映できるよう、
市民参画のまちづくりを推進する役割を担っている。）平成20年度からは、ふるさと創生基金事業に係る選考委員会として
、また、平成23、24年度は、事業仕分け（試行）の対象となる事業選定の役割も担い、平成25年度は名称を改めた事務事業
検証委員会へ6人の委員を選出した。なお、事務事業検証会は26年度で廃止した。

①委員の選出(案)作成→公募委員選出（広報紙、市ホームページへの掲載、申込み受付、決裁）、各種団体からの推薦と本
人の承諾事務、委嘱に伴う事務、②開催前＝会長と副会長との事前打合せ(通知前)、会議資料準備、通知送付・資料配付、
開催の告知③開催時＝会議進行(議事の進行は会長)、説明、回答、④開催後＝報酬・費用弁償の支給事務、⑤議事録作成、
前回議事録ほか審議会に関する資料等の市ホームページへの公開。

報酬、旅費（費用弁償）、消耗品費、役務費

6年度事務事業の成果・実績
審議会を4回開催した。第1回：委嘱状交付、審議会の概要説明、市財政状況説明。第2～3回：令和5年度の施策評価作業(第2期基本計画の進行
管理)、第4回：各課から提出された議題等に対する意見聴取。
各回にて審議を行い、市の取組みについて効果的に推進できるよう努めた。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
令和6年度の施策評価作業(基本計画の進行管理)、評価結果に対する報告
。

郵便料金の改定による役務費の増

円滑に開催できた審議会数 回

答申件数 件

回

件

総合計画の進行管理等について会議を行い、審議を経て提言をまとめた。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


